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国
際
基
準
に
基
づ
き
徹
底
管
理

「
Ｊ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
」認
証
梅
干
し
を
生
産

梅
は
全
国
生
産
量
の
半
数
以
上
を
和
歌
山
県
が
占
め
る
。
中
で
も

み
な
べ
町
や
田
辺
市
は
古
く
か
ら
栽
培
が
盛
ん
で
、
平
成
27
年
に
は

「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

そ
ん
な
世
界
に
誇
れ
る
梅
干
し
の
生
産
に
携
わ
る
田
辺
市
の
岩
見
健
生

さ
ん
は
、
徹
底
し
た
栽
培
管
理
の
も
と
、
紀
州
梅
の
名
に
恥
じ
な
い

「
白
干
し
梅
」
の
一
次
加
工
に
励
ん
で
い
る
。
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梅
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た
岩

見
さ
ん
は
和
歌
山
県
農
業
大
学
校

（
現
・
和
歌
山
県
農
林
大
学
校
）
を

卒
業
後
、
旧
Ｊ
Ａ
紀
南
の
営
農
指
導

員
と
し
て
働
き
始
め
た
。
し
か
し
入

組
し
て
わ
ず
か
７
カ
月
目
に
父
親
が

急
逝
し
た
。
当
時
21
歳
。「
跡
を
継

ぐ
の
は
自
分
。
や
る
し
か
な
い
」
と

気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
、
農
業
の
扉

を
た
た
い
た
。

就
農
当
初
は
近
所
の
人
に
教
わ
り

な
が
ら
梅
の
消
毒
や
肥
料
の
や
り
方

な
ど
を
学
ん
だ
。
い
ま
の
栽
培
面
積

は
３
㌶
で
経
営
は
比
較
的
安
定
し
て

い
る
が
、
当
時
は
１・５
㌶
で
収
支

は
厳
し
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
梅

の
価
格
暴
落
が
経
営
を
圧
迫
し
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
15
年
前
の
こ

と
。
Ｊ
Ａ
の
呼
び
か
け
で
梅
干
し
に

新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
よ
う
と
、

食
品
安
全
管
理
の
国
際
基
準
に
の
っ

と
っ
た
生
産
を
目
指
す
「
Ｓ
Ｑ
Ｆ
梅

生
産
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
興
味
本
位
で
説
明
会
に

参
加
し
た
岩
見
さ
ん
だ
が
、
そ
の
ま

ま
初
代
の
会
長
に
就
い
た
。

い
ざ
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る

も
、
梅
干
し
を
生
産
す
る
工
程
に
お

い
て
、
認
証
を
得
る
た
め
の
安
全
・

安
心
へ
の
対
策
や
衛
生
管
理
の
基
準

は
、
想
定
を
上
回
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
肥
料
や
農
薬
を
購
入
し

た
際
に
は
そ
の
都
度
棚
卸
帳
に
記
入

し
、
使
用
の
た
び
に
在
庫
が
合
う
か

精
査
す
る
。
栽
培
管
理
の
日
記
は
毎

日
細
か
く
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

園
地
や
倉
庫
に
置
く
も
の
は
限
定
さ

れ
、
整
理
整
頓
は
必
須
。
従
業
員
の

雇
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
も
多
い
。

そ
ん
な
中
、
会
員
の
徹
底
し
た
基

準
遵
守
や
取
り
組
み
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
が
実
を
結
び
、
２
０
１
９
年
、

「
Ｊ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
」
を
取
得
。

安
全
・
安
心
の
太
鼓
判
が
押
さ
れ
た

梅
干
し
出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
現
在

は
団
体
名
を
改
め
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
・
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
梅
生
産
研
究
会
」
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。

認
証
さ
れ
た
梅
干
し
は
価
格
保
証

さ
れ
、
引
き
取
り
の
優
先
度
も
上
が

る
。
岩
見
さ
ん
は
「
手
間
を
差
し
引

い
た
ら
ト
ン
ト
ン
や
な
あ
。
で
も
、

頑
張
れ
ば
そ
れ
だ
け
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
が
つ
く
ん
や
か
ら
続
け
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

規
模
拡
大
と
研
究
会
へ
の
取
り
組

み
に
よ
り
経
営
も
軌
道
に
乗
り
、
安

定
し
た
梅
干
し
生
産
に
ま
い
進
し
て

い
る
が
、「
常
に
自
然
環
境
に
左
右

さ
れ
る
の
が
農
業
の
難
し
い
と
こ

ろ
」
と
岩
見
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
何
度

も
直
面
し
た
が
、
特
に
昨
年
の
凶
作

と
２
年
連
続
の
ひ
ょ
う
被
害
で
、
そ

の
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
課
題
に
挙
げ
る
の
は
労

働
力
不
足
だ
。
岩
見
さ
ん
は
「
後
継

者
不
足
の
前
に
、
人
手
不
足
を
な
ん

と
か
せ
な
あ
か
ん
」
を
合
言
葉
に

様
々
な
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。

梅
の
繁
忙
期
に
公
務
員
の
副
業
を
認

め
て
も
ら
え
な
い
か
県
に
打
診
し
た

り
、
部
会
で
は
幼
稚
園
や
小
学
校
の

保
護
者
向
け
に
、
梅
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
農
業
を
手
伝
っ
て
み
な
い
か
と
呼

び
か
け
る
計
画
も
立
て
て
い
る
。

「
生
産
者
ら
は
少
な
い
人
手
か
ら

逆
算
し
、
園
地
を
縮
小
し
て
い
く
傾

向
が
強
い
。
農
家
は
無
料
職
業
紹
介

所
等
に
ど
ん
ど
ん
登
録
す
べ
き
で
、

そ
こ
に
雇
用
条
件
な
ど
を
載
せ
て
お

け
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
し
や
す
い
」
と
岩

見
さ
ん
。
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る

よ
う
労
働
力
不
足
の
解
消
を
優
先
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

６
月
、
紀
南
地
域
で
は
「
南
高
」

の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
予
期

し
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
就
農
し
て
30

年
あ
ま
り
、
豊
作
・
不
作
に
よ
る
価

格
の
乱
高
下
、
そ
し
て
ひ
ょ
う
被
害

な
ど
数
々
の
正
念
場
を
経
験
し
た
岩

見
さ
ん
だ
が
、
産
地
を
守
り
続
け
た

い
と
す
る
信
念
は
少
し
も
ぶ
れ
ず
、

今
年
も
梅
干
し
づ
く
り
に
精
を
出
す
。

 

梅
生
産
者

紀
南
地
域 
［
田
辺
市
下
三
栖
］

梅
部
会
　
部
会
長

岩い
わ

見み  
健け

ん

生お 
さ
ん  

（53歳）

紀州梅干しの代名詞である「南高」

その　　 産物、この　あり
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新
Ｊ
Ａ
女
性
会
設
立
委
員
会
は
５
月
21
日
、
和
歌
山
市
の
和
歌
山
城

ホ
ー
ル
で
「
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
女
性
会
設
立
総
会
・
記
念
大
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
会
員
215
人
出
席
の
も
と
３
つ
の
議
案
を
審
議
し
た
と
こ
ろ
、
初
代

女
性
会
の
会
長
に
は
紀
の
里
地
域
の
上
岡
万
起
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
活
動

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
Ｊ
Ａ
を
拠
り
所

に
仲
間
と
と
も
に
「
元
気
な
地
域
」
づ

く
り
に
貢
献
す
る
新
た
な
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

県
内
１つ
の
Ｊ
Ａ
女
性
会
が
発
足

初
代
会
長
は
上
岡
万
起
子
さ
ん（
紀
の
里
地
域
）

会員２１５人が出席し
設立総会

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
活
動
に
加

え
て
新
た
な
活
動
も
模
索
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
女
性
会

設
立
ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
、

議
事
と
し
て
令
和
７
年
度
の
活
動

計
画
や
役
員
の
選
任
な
ど
３
つ
の

議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案

と
も
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
、

脇
田
保
美
さ
ん
と
嶋
本
節
子
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
地
域
名
）

置
し
て
い
ま
す
。

重
点
活
動
項
目
と
し
て
、
①
Ｊ

Ａ
女
性
組
織
の
拡
充
・
活
性
化
と

情
報
発
信
対
策
②
組
織
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
組
織

の
育
成
強
化
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す

る
理
解
や
「
食
」、「
農
」、「
地
域
」

を
守
る
活
動
④
農
業
・
Ｊ
Ａ
・
協

同
組
合
・
女
性
組
織
に
つ
い
て
の

理
解
促
進
と
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
参

加
・
参
画
対
策
⑤
文
化
活
動
と
地

域
連
帯
の
強
化
活
動
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

総
会
に
は
、
和
歌
山
県
の
川
尾

尚
史
農
林
水
産
部
長
や
Ｊ
Ａ
わ
か

や
ま
の
坂
東
紀
好
組
合
長
ら
Ｊ
Ａ

役
職
員
ら
が
出
席
し
た
中
、
設
立

委
員
会
の
山
田
和
美
委
員
長
が

「
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
女
性
会
と
し
て
、

女
性
会
は
、
健
全
な
食
と
農
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
に

結
集
し
て
活
動
す
る
組
織
。
女
性

た
ち
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
や

社
会
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
地
域
に
即
し
た
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
合
併
に
と
も
な
い
、
県
内

８
つ
あ
っ
た
女
性
組
織
も
１
つ
に

ま
と
ま
り
、
県
本
部
と
地
域
本
部

で
構
成
す
る
組
織
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
会
員
数
は

８
９
０
３
人
、う
ち
、フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
員
は
343
人
（
令
和
７

年
３
月
末
）。
旧
Ｊ
Ａ
単
位
で
あ

る
わ
か
や
ま
、
な
が
み
ね
、
紀
の

里
、
紀
北
、
あ
り
だ
、
紀
州
、
紀

南
、
み
く
ま
の
に
地
域
本
部
を
設

会
長
＝
上
岡
万
起
子（
紀
の
里
）▽

副
会
長
＝
堀
川
政
代（
わ
か
や
ま
）、

小
林
孝
子（
紀
州
）▽
監
事
＝
田
中

清
美（
あ
り
だ
）、樫
原
貴
子（
み
く

ま
の
）

あ
な
た
の
人
生
は
あ
な
た
だ
け
！

佐
々
木
秀
実
さ
ん
が
講
演

的
な
こ
と
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
人

生
が
よ
り
楽
し
く
な
る
か
な
ど
、
自

身
の
経
験
を
も
と
に
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
講
演
。「
自
分
の
時
間
を

大
切
に
し
、
今
日
あ
っ
た
良
い
出
来

事
を
振
り
返
り
心
豊
か
に
生
き
て
ほ

し
い
。
あ
な
た
の
人
生
は
あ
な
た
だ

け
！
」
と
熱
弁
し
ま
し
た
。

講
演
の
終
盤
に
は
生
歌
を
披
露
。

客
席
に
降
り
て
歌
う
場
面
も
あ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
大
合
唱
。
終
始
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
記
念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

設
立
総
会
終
了
後
の
記
念
大
会
で

は
、
シ
ャン
ソ
ン
歌
手
の
佐
々
木
秀
実

さ
ん
に
よ
る
「
自
分
ら
し
く
生
き
な

さ
い
よ
！
」
と
題
し
た
講
演
会
と
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
プ
ラ
ス
思
考
で
い

か
に
心
が
豊
か
に
な
る
か
、
非
日
常

「愛の讃歌」と「ろくでなし」２曲を披露

開会のあいさつを
行う山田委員長

すばらしい歌声と、軽妙なトーク
で笑顔あふれた講演会

副会長 小林 孝子さん 副会長 堀川 政代さん 会長 上岡 万起子さん参加者全員による「ＪＡ女性組織綱領」の唱和
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■
関
西
万
博
で
県
産
物
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

和
歌
山
県
産
物
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
４
月
30
日
、

大
阪
・
関
西
万
博
で
青
梅
の
加
工
体
験

と
新
シ
ョ
ウ
ガ
の
レ
シ
ピ
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
新

シ
ョ
ウ
ガ
の
つ
く
だ
煮
の
試
飲
・
試
食

も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

■
大
阪
で
梅
・
新
シ
ョ
ウ
ガ
の

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
５
月
27
日
、
６
月

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
梅
と
新
シ
ョ
ウ
ガ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
大
阪
中
央
青

果
株
式
会
社
の
そ
菜
売
り
場
で
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
生
産
者
代

表
が
産
地
概
況
と
あ
わ
せ
て
県
産
を
Ｐ

Ｒ
し
た
ほ
か
、
試
飲
・
試
食
会
を
実
施
。

７
年
産
販
売
に
向
け
市
場
に
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。

生産者とＪＡ役員が試食を提供

和歌山の旬の味を試食

各地域で総代懇談会

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

総
代
懇
談
会
を
県
内
の
８
地
域
本
部
で
開
き
ま
す
。

６
月
に
開
か
れ
る
総
代
会
の
提
出
議
案
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
意

見
や
要
望
を
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
の
が
目
的

で
す
。

５
月
中
は
紀
南
・
紀
州
の
２
つ
の
地
域
本
部
で

開
催
。
合
併
前
の
令
和
６
年
度
決
算
結
果
や
、
新

Ｊ
Ａ
と
し
て
の
７
年
度
事
業
計
画
、
全
体
及
び
地

域
本
部
ご
と
の
自
己
改
革
工
程
表
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

総
代
か
ら
は
「
年
間
５
億
円
の
農
業
振
興
支
援

制
度
を
、
ぜ
ひ
後
継
者
支
援
の
た
め
に
有
効
に
活

用
し
て
ほ
し
い
」「
合
併
し
た
こ
と
で
、
購
買
事
業

等
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
出
る
の
か
」
と
い
っ

た
意
見
・
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
は
わ
か
や
ま
、
紀
の
里
、
紀
北
、
な
が
み
ね
、

あ
り
だ
、
み
く
ま
の
の
６
地
域
本
部
で
懇
談
会
を

開
催
。
26
日
に
は
和
歌
山
市
の
和
歌
山
城
ホ
ー
ル

で
「
第
１
回
通
常
総
代
会
」
を
開
き
、
会
計
監

査
人
の
選
任
や
、
県
農
の
権
利
義
務
の
包
括
継
承

お
よ
び
権
利
義
務
承
継
契
約
書
の
承
認
に
つ
い
て
、

目
的
積
立
金
の
設
定
な
ど
５
つ
の
議
案
を
上
程
し

ま
す
。

決
算
結
果
や
事
業
計
画
を
報
告

総
代
か
ら
意
見
・
質
問
も

紀州地域で開かれた総代懇談会

質問を投げかける総代

コ
コ
ワ
カ
通
信
Vol.01

①みのりみのるマルシェ「和歌山の実り」
　★東京・大阪で同時開催！

	 7月5日㈯	10時～18時
	銀座三越9階	銀座テラス（東京会場）
	 JR大阪駅ノースゲートビルディング

	 2階「アトリウム広場」（大阪会場）

②アースガーデン“夏”ヨルイチ
	 7月4日㈮	16:00～21:00

	 7月5日㈯	14:00～21:00
	 7月6日㈰	14:00～20:00
	代々木公園	イベント広場（東京都渋谷区）

③ふふふ・フルーツ今が旬！日本の果物2025
	 6月25日㈬～6月30日㈪
	阪神百貨店梅田本店1階	食祭テラス

④「和歌山の桃」フェア
	 7月2日㈬～7月8日㈫
	阪急百貨店うめだ本店	地下1階

	 ツリーテラス

 …開催日時　  …開催場所
今後のスケジュール

お問い合わせはJAわかやま本店販売部果実販売課（☎073-488-5581）まで

今月のあなたの運勢 ─モナ・カサンドラ─
P6～9 ・ P16～23に掲載7月5



JAわかやまエリア紹介 

【ナビゲーター】 ●みさき支店／西村 涼楓さん　●みくまの営農経済センター／嶝口 怜旺さん

新連載!

地域本部長  向井 和央
みくまの地域は、県南東部に広がる自然豊かな地域です。
農業では、県のブランドイチゴである「まりひめ」が地
域特産品のひとつ。さらに、熊野の清らかな水を活かし
た米作りも盛んで、地元産のおいしいお米を味わえます。
そのほか、那智勝浦町のマグロなど海の幸も豊富です。
観光面では熊野三山（熊野本宮大社、熊野速玉大社、
熊野那智大社）があり、多くの観光客を魅了しています。
自然、歴史、グルメが調和する当地域へ、ぜひ一度足を
運んでみてください。

山に囲まれた美しい水田（那智勝浦町）

みくまの地域特産品の「まりひめ」は黒潮
がもたらす温暖な気候の元で育った和歌
山県オリジナル品種です。出荷シーズンは
１２月中旬から５月中旬まで。

イチゴ

水稲

花木

イチゴ生産者
松出 真紀さん

水稲生産者
桑野 稔近さん

★みくまの地域本部	TEL0735-52-0793
東牟婁郡那智勝浦町天満122

①那智支店	 TEL0735-52-0241
東牟婁郡那智勝浦町天満122

②太地支店	 TEL0735-59-2036
東牟婁郡太地町太地3394-1

③新宮支店	 TEL0735-22-0127
新宮市井の沢10-1

④みさき支店	 TEL0735-31-7018
新宮市三輪崎1078-1

⑤西向支店	 TEL0735-72-0079
東牟婁郡串本町西向763

今年も順調に
生育しています！

甘みが強く、
口に入れるとイチゴの

風味がいっぱいに
広がります。

まりひめシェイク
腸活の一環としてJA
女性会が考案。米麴、
グラニュー糖と「まり
ひめ」を漬込み、ヨー
グルトとバニラでシェ
イクにアレンジ！

シキミや
サカキなど
特用林産物も

盛んです!

めっちゃ
おいしいです

！

みくまの
地域 編

●5

●4
●3

●2
●1★

No.1

  全体運   厳しい状況ですが改善の兆しも見えています。もう一度情報収集を。見直せば良い案が浮かぶはず。連絡はまめに
  健康運   適度な運動を心がけて。やり過ぎは禁物。健診は◎　  幸運の食べ物   ラッキョウ

牡羊座
3/21～4/19
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ＪＡが運営する道の駅。観光客に食事やお土産を提供する
“熊野古道歩きの拠点”と、地域の方々に日々の食材を
提供する“地元の冷蔵庫”の２つの役割を担うスポットで、
生産者コーナー「ふれあい市」には毎日新鮮な野菜が並
びます。

「ふれあい市」は産直ならではの
“新鮮”“食べごろ”の野菜や
果物を安価で販売しています。

味噌づくり
毎年大人気の味噌づくり。若手のフレッシュミズ
会員など今年は６６人が参加しています。

地域農業を発信
地元ケーブルテレビで地域農業応援番組

「畑のレシピ」を制作・放送中。職員が出
演し、好評いただいています。

セレモニーホールなち
大小2つのホールと、家族葬を執り行える
和室を備えています。

みくまの営農経済センター
地域農業を支える拠点の営農経済センター
です。

ぜひご賞味
ください!

田辺市本宮町伏拝904-4
TEL.0735-43-0911 ［9：00～18：30］
定休日（１月１日～３日）

一枚岩
東牟婁郡古座川町相瀬290-2

高さ約100ｍ、幅約500ｍの一枚岩は、国の天然記念物
に指定されています。目の前には古座川が流れ、自然豊
かな場所に位置し四季折々の景観を楽しむことができます。

道の駅	奥熊野古道ほんぐう

ほうじ茶
ソフトクリーム
本宮町で収穫した茶
葉から作ったほうじ茶が
たっぷり練りこまれており、
香ばしい香りと程よい苦み
が口に中に広がります。

Ａコープランティス店・Ａコープなち店
地域の食を支えるＪＡのお店Ａコープランティス店㊧となち店㊨。
食材にこだわり、生産者コーナー「ふれあい市」も設置。

くじらのモニュメント
東牟婁郡太地町森浦６３７−４

くじらの町 太地町には町のいたるところに
クジラ関連スポットが！

壮大です!

本宮大社に
訪れた際は

ぜひ立ち寄って
ください!

地域に寄り添った事業

地域とつながる活動

ブルービーチ那智
東牟婁郡那智勝浦町浜ノ宮

約800ｍの美しい砂浜は県内でも最大級の規模。環境省から
「快水浴場百選」の中でも特に優れたものとして「海の部
特選」に選定されています。

オ
ス
ス
メ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
目
白
押
し

3

3

3

3

!!

オ
ス
ス
メ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
目
白
押
し

3

3

3

3

!!

  全体運   良好なスタートを切れます。計画は早めに進めて。丁寧なコミュニケーションを心がけると好結果に。下旬は慎重に
  健康運   体調を整えるのに良いとき。ハードな運動もOK　  幸運の食べ物   青トウガラシ

牡牛座
4/20～5/20
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紀
の
里
地
域
の
名
手
上
地
区
で
活
動
す
る「
名
手
上
の

将
来
を
考
え
る
会
」は
５
月
６
日
、13
人
の
会
員
が
名
手

上
西
集
会
所
と
会
員
作
業
場
で「
メ
ン
マ
作
り
」を
行
い

ま
し
た
。同
会
は
耕
作
放
棄
地
等
の
竹
が
隣
接
す
る
果
樹

園
に
侵
入
す
る
等
の
問
題
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、以

前
よ
り
駆
除
し
た
竹
を
活
用
し
た「
竹
灯
籠
」づ
く
り
と

イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
竹
灯
籠
ま
つ
り
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
３
年
の
思
考
錯
誤
を
重
ね
、新
た
に「
メ
ン
マ

作
り
」を
発
案
し
、こ
の
日
は
約
50
本
の
タ
ケ
ノ
コ
を
調

理
し
試
食
会
を
開
き
ま
し
た
。同
会
の
小
西
廣
治
代
表
は

「
今
後
は
、地
元
特
産
品『
名
手
上
メ
ン
マ
』と
し
て
、地
域

活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
で
は「
令
和
７
年
度
農
業
振
興
支
援
制

度
」に
係
る
地
域
独
自
の
課
題
解
決
を「
地
域
本
部
独
自
対

策
」で
設
定
し
、地
域
農
業
の
振
興
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

野
菜
、果
樹
な
ど
多
彩
な
農
産
物
を
手
掛
け
る
わ
か
や

ま
地
域
で
は
、「
新
し
ょ
う
が
安
定
生
産
対
策
」や「
軟
弱

野
菜
安
定
生
産
対
策
」「
人
参
安
定
生
産
対
策
」「
農
薬
抵
抗

性
対
策
」「
イ
チ
ジ
ク
株
枯
れ
病
対
策
」「
水
源
確
保
対
策
」

な
ど
計
８
種
を
設
定
。各
営
農
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

説
明
会
や
個
別
対
応
で
組
合
員
へ
の
周
知
徹
底
を
進
め
て

い
ま
す
。支
援
制
度
は
次
年
度
も
計
画
し
て
お
り
、高
い
事

業
効
果
で
の
更
な
る
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、要
望

や
意
見
を
集
約
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

紀
北
地
域
で
は
、Ｊ
Ａ
の
新
規
採
用
職
員
が
農
作
業
を

体
験
し
、農
業
や
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎
年

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
４
月
24
日・25

日
、九
度
山
町
に
あ
る
農
業
経
営
事
業
の
園
地
で
、新
採

職
員
７
人
が
特
産
で
あ
る
柿
の
摘
蕾
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。摘

蕾
は
、果
実
の
生
育
を
良
く
す
る
た
め
に
、開
花
前

に
余
分
な
蕾
を
摘
み
取
り
間
引
く
作
業
。職
員
は
ほ
と
ん

ど
が
未
経
験
者
で
、営
農
指
導
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

摘
蕾
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

秋
に
は
柿
の
収
穫
体
験
を
予
定
。摘
蕾
と
収
穫
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
で
、柿
が
実
る
ま
で
の
過
程
を
学
び
ま
す
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
は
５
月
12
日
、職
員
が
紀

美
野
町
立
下
神
野
小
学
校
の
野
菜
植
付
体
験
を
支
援
し
ま

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
樋
瀬
貴
哉
副
セ
ン
タ
ー
長
と
浦
健
士
営

農
相
談
員
が
、児
童
た
ち
に
野
菜
の
植
え
方
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
１
年
生
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
オ
ク
ラ
、２
年
生
は
ミ
ニ

ト
マ
ト
、３・４
年
生
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、５・６
年
生
は
ナ

ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、ピ
ー
マ
ン
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、真
剣
な
表
情
で
植
え
方
を
教

わ
り
、収
穫
す
る
ま
で
水
や
り
や
生
育
状
況
等
を
観
察
。

今
後
毎
日
交
代
で
管
理
を
行
う
ほ
か
、サ
ツ
マ
イ
モ
は
秋

ご
ろ
に
収
穫
体
験
も
実
施
し
ま
す
。

「
メ
ン
マ
」の
特
産
品
化
と
地
域
活
性
化
へ

名な

手て

上か
み

の
将
来
を
考
え
る
会

地
域
本
部
独
自
対
策
を
周
知
徹
底

組
合
員
に
農
業
振
興
支
援
制
度
を
説
明

特
産
の
柿
の
摘て

き

蕾ら
い

を
体
験

Ｊ
Ａ
新
採
職
員
が
農
業
研
修

児
童
の
野
菜
苗
植
付
体
験
を
支
援

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

紀の里
地域

わかやま
地域

紀		北
地域

ながみね
地域

JA WAKAYAMA News地 域 の 情 報 をお 届 け

  全体運   好きなものに目がなくなりそう。羽目を外しやすいので、やり過ぎには気を付けて。友人とのレジャーは楽しめます
  健康運   危ない所には近寄らない。いつも通りが◎　  幸運の食べ物   カボチャ

双子座
5/21～6/21
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す
さ
み
支
店
は
５
月
15
日
、白
浜
町
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」と
連
携
し
、動
物
飼
料
と

し
て
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
200
㌔
納
品
し
ま
し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
の「
地
元
の
農
家
支
援
と

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
方
針
に
Ｊ
Ａ

が
賛
同
。生
産
者
も
交
え
生
産・出
荷
計
画
や
価
格
設
定

な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

納
品
す
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
あ
く
ま
で
市
場
出
荷
用
で
す

が
、市
場
流
通
で
き
な
い
も
の
や
破
棄
す
る
外
葉
部
分
も

含
ま
れ
る
た
め
、農
家
に
も
利
点
が
あ
り
ま
す
。５
月
末

ま
で
に
200
㌔
ず
つ
、計
６
回
の
1.2
㌧
を
納
品
し
ま
し
た
。

金
屋
営
農
セ
ン
タ
ー
の
そ
菜
部
会
シ
シ
ト
ウ
部
門
は
５

月
16
日
、有
田
川
町
立
鳥
屋
城
小
学
校
５・６
年
生
の
児

童
た
ち
と
特
産
野
菜「
し
し
わ
か
ま
る
」の
定
植
体
験
を

行
い
ま
し
た
。地
域
農
業
や
食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
の
活
動
は
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

児
童
た
ち
は
営
農
指
導
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、辛

く
な
い
シ
シ
ト
ウ「
し
し
わ
か
ま
る
」の
苗
を
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。地
元
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
取
り
組
み
が
全
国
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

み
く
ま
の
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
５
月
22
日
、新
宮
市

立
三
輪
崎
小
学
校
５
年
生
２
ク
ラ
ス（
計
74
人
）を
対
象
に
、

食
農
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て「
お
米
の
授
業
」を
実
施

し
ま
し
た
。 

籾も
み

や
糠ぬ
か
、白
米
な
ど
の
実
物
を
用
意
し
、児
童
た
ち
に

実
際
に
触
れ
て
も
ら
い
、手
触
り
や
感
触
を
確
か
め
な
が

ら
授
業
を
進
め
ま
し
た
。

地
元
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
水
稲
の
特
徴
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
ほ
か
、お
米
の
銘
柄
名
や
全
国
の
収
穫
量
ラ
ン
キ

ン
グ
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
す
る
な
ど
、楽
し
み
な
が
ら

お
米
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
６
月
中
に
は
、

バ
ケ
ツ
稲
作
り
に
も
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。

紀
州
地
域
で
は
５
月
６
日
か
ら
小
玉
ス
イ
カ「
ひ
と
り

じ
め
」の
収
穫
が
ス
タ
ー
ト
し
、出
荷
本
番
を
迎
え
て
い

ま
す
。
今
年
は
収
穫
前
に
寒
暖
差
が
大
き
い
日
が
続
い

た
こ
と
で
糖
度
が
高
く
、仕
上
が
り
は
上
々
。収
穫
は
７

月
下
旬
頃
ま
で
続
き
、京
浜
、中
京
、関
西
の
市
場
へ
約

１
２
０
０
㌧
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
じ
め
」は
糖
度
11
度
以
上
と
高
糖
度
で
、大
玉

ス
イ
カ
に
負
け
な
い
シ
ャ
リ
感
が
特
長
。ま
さ
に「
独
り

占
め
」し
た
く
な
る
お
い
し
さ
に
加
え
、冷
蔵
庫
に
入
る
手

ご
ろ
な
サ
イ
ズ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
味
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
皆
様
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
動
物
飼
料
に

す
さ
み
支
店
が
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
納
品

児
童
が「
し
し
わ
か
ま
る
」の
定
植
体
験

金
屋
営
農
セ
ン
タ
ー
そ
菜
部
会
が
連
携

お
米
の
授
業
で
食
農
教
育
活
動

バ
ケ
ツ
稲
作
り
に
向
け
事
前
授
業
を
実
施

仕
上
が
り
上
々
、小
玉
ス
イ
カ「
ひ
と
り
じ
め
」

７
月
下
旬
ま
で
１
２
０
０
㌧
の
出
荷
見
込
む

紀		南
地域

ありだ
地域

みくまの
地域

紀		州
地域

JAわかやまニュース

  全体運   勢いのある好調運。新たな計画は幸運に恵まれます。迷ったらまずは試してみて。方向修正も大胆に行いましょう
  健康運   ストレッチで柔軟性をアップ。肩回りを重点的に　  幸運の食べ物   シシトウ

蟹座
6/22～7/22
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Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
わ
か
や
ま
就
農
相
談
フ
ェ
ア
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

【
申
込
先
】

 

郵　

送  

〒
６
４
４
・
０
０
２
４

　
　

   　

御
坊
市
塩
屋
町
南
塩
屋
７
２
４

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
３
８
・
２
３
・
３
４
８
９

 

メ
ー
ル 

　

e0716011@
pref.w

akayam
a.lg.jp

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
可
能

で
す

【
相
談
受
付
内
容
】

・
就
農
相
談
（
研
修
、
資
金
、
農
地
、
雇

用
就
農
等
）

・
農
林
大
学
校
進
学
相
談

・
林
業
就
業
相
談

・
移
住
相
談

・
一
部
の
市
町
担
当
者
に
よ
る
各
市
町
の

支
援
や
受
入
に
つ
い
て
の
相
談

※
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、開
催
日
前
ま
で
に
Ｈ
Ｐ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
３
４
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/071601/sintyakujouhou/index.htm
l

県
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
方
を
対
象
に
、就
農
に
関
す
る

様
々
な
内
容
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ま
た
、過
去
に
新
規
就
農
さ
れ
た

方
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る「
新
規
就

農
セ
ミ
ナ
ー
」も
同
時
に
開
催
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
本
フ
ェ

ア
は
事
前
予
約
を
優
先
し
た
上
で
、当
日

参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
に
つ
い
て

は
、二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
所
定
の
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
頂
き
、郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】令
和
７
年
７
月
12
日
㈯
10
時
～
15

時（
新
規
就
農
セ
ミ
ナ
ー
は
11
時
～
12
時
、

13
時
～
14
時
）

【
場
所
】和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
和
歌
山
市

美
園
町
５-

１-

１
）

【
申
込
期
間
】令
和
７
年
７
月
４
日
㈮
ま
で

相
続
・
税
金
・
法
律
無
料
相
談
会
の
ご
案
内（
予
約
制
）

☎
紀
州
地
域
本
部

　

０
７
３
８
・
２
２
・
６
６
７
０

 

田
辺
会
場  （
９
時
～
12
時
）

［
会
場
］ 

紀
南
地
域
本
部

　

田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
２
４-

１
７

［
開
催
日
］ 

６
月
20
日
㈮

　
　
　
　

 

７
月
18
日
㈮

☎
紀
南
地
域
本
部

　

０
７
３
９
・
２
３
・
３
５
１
６

 

新
宮
会
場  （
13
時
～
16
時
）

［
会
場
］ 

新
宮
支
店

　

新
宮
市
井
の
沢
１
０-

１

［
開
催
日
］ 

７
月
16
日
㈬

☎
み
く
ま
の
地
域
本
部

　

０
７
３
５
・
５
２
・
５
８
０
７

※
そ
の
他
の
相
談
会
に
つ
い
て
は
各
地
域

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

和
歌
山
会
場  （
９
時
～
12
時
）

［
会
場
］ 

和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
２
Ｆ

　

和
歌
山
市
美
園
町
５-

１-

１

［
開
催
日
］ 

７
月
10
日
㈭ 

※
税
務
の
み

☎
わ
か
や
ま
地
域
本
部

０
７
３
・
４
７
１
・
３
７
３
２

☎
な
が
み
ね
地
域
本
部

０
７
３
・
４
８
２
・
６
１
３
２

☎
紀
の
里
地
域
本
部

０
７
３
６
・
７
７
・
７
８
０
３

 

橋
本
会
場  （
13
時
～
16
時
30
分
）

［
会
場
］ 

紀
北
地
域
本
部

　

橋
本
市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
２-

２

［
開
催
日
］ 

７
月
18
日
㈮ 

※
税
務
の
み

☎
紀
北
地
域
本
部

　

０
７
３
６
・
４
２
・
５
３
２
３

 

有
田
会
場  （
税
務
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　

 

法
務
13
時
～
16
時
）

［
会
場
］ 

あ
り
だ
地
域
本
部

　

有
田
郡
有
田
川
町
大
字
天
満
４
７-

１

［
開
催
日
］ 

７
月
８
日
㈫

☎
あ
り
だ
地
域
本
部

　

０
７
３
７
・
５
３
・
２
３
１
４

 

御
坊
会
場  （
13
時
～
16
時
）

［
会
場
］ 
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
か

　

日
高
郡
日
高
町
高
家
４
２
０-

１

［
開
催
日
］ 

７
月
９
日
㈬

法律相続
税金

  全体運   上昇運です。スローモードで入って徐々にスピードアップしていきましょう。足元を踏み固めながら着実に進めて
  健康運   よくかんでゆっくり食べて。喉あめを携帯すると〇　  幸運の食べ物   ツルムラサキ

獅子座
7/23～8/22
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（公財）和歌山県人権啓発センター
※学校名・学年は応募時のものです。写真はイメージです。

第
２
回
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
理
事
会

第
３
回
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
理
事
会

◯
そ
の
他

●
協
議
事
項

⑴
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
財
務

確
認
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑵
総
代
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑶
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
処

分
未
済
持
分
出
資
金
の
引
き
受
け
に
つ

い
て

⑷
組
合
員
の
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑸
理
事
と
の
自
己
取
引
に
つ
い
て（
ヘ
ル

プ
ラ
イ
ン
運
営
に
関
す
る
覚
書
の
締

結
）

●
協
議
事
項

⑴
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の

権
利
義
務
承
継
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

⑵
第
１
回
通
常
総
代
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑶
令
和
7
年
度
会
計
監
査
人
に
関
す
る
監

査
報
酬
に
つ
い
て

⑷
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

⑸
組
合
員
の
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑹
理
事
と
の
自
己
取
引
に
つ
い
て

⑺
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

◯
そ
の
他

●
開
催
日

令
和
７
年
４
月
30
日
㈬

●
報
告
事
項

⑴
降
雹
被
害
に
つ
い
て

⑵
令
和
６
年
度
各
Ｊ
Ａ
の
決
算
速
報
に
つ

い
て

⑶
総
代
選
挙
に
つ
い
て

⑷
理
事
と
の
自
己
取
引
に
つ
い
て

⑸
令
和
６
年
度 

無
料
職
業
紹
介
事
業
・
デ

イ
ワ
ー
ク
の
実
績
に
つ
い
て

⑹
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
青
年
部
設
立
に
つ
い
て

⑺
令
和
７
年
産
農
産
物
消
費
宣
伝
実
施
計

画
に
つ
い
て

●
開
催
日

令
和
７
年
５
月
30
日
㈮

●
報
告
事
項

⑴
各
事
業
実
績
報
告

⑵
Ｊ
Ａ
合
併
に
伴
う
財
産
の
引
継
ぎ
に
つ

い
て

⑶
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告

⑷
雹
被
害
に
よ
る
建
物
共
済　

被
害
・
支

払
状
況
に
つ
い
て

⑸
降
雹
被
害
支
援
対
策
実
施
要
領
に
つ
い

て
⑹
組
合
員
組
織
に
つ
い
て

湯浅町立湯浅中学校 2年

蜂谷 真愛さん

「都合のいい関係」

│2024入賞作品のご紹介│
知事賞［中学生の部］

こころのうた

  全体運   空回りに気を付けましょう。思い込みで行動せず状況確認をしっかりと。観察、分析に力を入れれば良い方向へ
  健康運   スマホやテレビの見過ぎに注意。目をいたわって　  幸運の食べ物   スイカ

乙女座
8/23～9/22
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解 

答

 

Ａ
１  

③　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ひ
げ
の

正
体
は
、す
べ
て
粒
1
つ
1
つ
か
ら
伸

び
て
い
る
め
し
べ
で
す
。
花
粉
が
つ
く

と
受
精
し
、粒
の
中
に
実
が
詰
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
ち
な
み
に
ひ
げ
が
茶
色
く

な
っ
て
い
る
の
が
、よ
く
熟
し
て
い
る

合
図
で
す
よ
。

 

Ａ
２  

③　
梅
干
し
に
は
、「
南
高
梅
」

や
小
梅
な
ど
木
の
上
で
で
き
る
だ
け
熟

し
た
黄
色
め
の
完
熟
梅
が
最
適
で
す
。

表
面
が
赤
く
色
づ
い
た
梅
は
日
光
を
浴

び
た
た
め
で
、熟
度
に
は
直
接
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。も
ぎ
た
て
の
青
梅
は
、ジ
ュ

ー
ス
や
梅
酒
に
ど
う
ぞ
！

 

Ａ
３  

①　
熟
し
て
い
な
い
桃
を
冷
蔵

庫
に
入
れ
る
と
、甘
み
が
出
な
い
の
で

要
注
意
。
冷
や
し
す
ぎ
る
と
味
が
落
ち

る
の
で
、食
べ
る
直
前
に
冷
や
す
の
が

お
す
す
め
で
す
。
箱
で
購
入
し
た
ら
湿

気
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
蓋
を
開
け
て
、

冷
暗
所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

Ａ
４  

②　
ピ
ー
マ
ン
は
切
り
方
で
味

わ
い
が
変
わ
り
ま
す
。
繊
維
を
断
ち
切

る
横
切
り
よ
り
、縦
切
り
に
し
た
方
が

苦
み
や
青
臭
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
赤
く
熟
し
た
ピ
ー
マ
ン
は
甘

み
が
増
し
て
苦
手
な
人
で
も
食
べ
や
す

く
な
り
ま
す
よ
。

 

Ａ
５  

③　
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、免

疫
力
向
上
に
も
効
果
が
あ
る「
β─

カ
ロ

テ
ン
」。名
前
の
語
源
に
も
な
っ
た
ニ
ン

ジ
ン
は「
β─

カ
ロ
テ
ン
」を
多
く
含
む
代

表
的
な
野
菜
。皮
ご
と
調
理
す
る
か
薄

く
む
い
て
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ひ
げ
と

数
が
同
じ
な
の
は
ど
れ
？

ピ
ー
マ
ン
の
苦
み
が

和
ら
ぐ
切
り
方
は
？

梅
干
し
に
最
適
な

梅
は
？ 

緑
黄
色
野
菜
に

含
ま
れ
る
成
分

「
β-

カ
ロ
テ
ン
」の

語
源
は
？

桃
の
保
存
場
所
と
し
て

最
適
な
の
は
？

① 

葉
っ
ぱ
の
枚
数

② 

根
っ
こ
の
本
数

③ 

粒
の
個
数

① 
も
ぎ
た
て
の
固
い
青
梅

② 

赤
く
色
づ
い
た
も
ぎ
た

て
の
梅

③ 

黄
色
く
熟
し
た
完
熟
梅

① 

カ
ロ
リ
ー

② 

カ
ル
テ
ッ
ト

③ 

キ
ャ
ロ
ッ
ト

① 

涼
し
い
室
内

② 

密
閉
し
た
箱
の
中

③ 

冷
蔵
庫

① 

横
切
り

② 

縦
切
り

③ 

斜
め
切
り

Q1

Q4

Q2

Q5

Q3

食農クイズ
これ知

ってる？
？

  全体運   勘違いから問題を起こさないよう留意して。悪意あるうわさには耳を貸さないようにしましょう。下旬から運気回復
  健康運   香りの良いお茶と音楽が味方。ゆったり過ごして　  幸運の食べ物   ピーマン

天秤座
9/23～10/23
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家庭 菜園

病
害
虫
の
防
除

ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
な
ど
が
多
い

の
で
、
登
録
農
薬
で
駆
除
し
ま
す
。
生

育
初
期
は
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど
の
防
虫

ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
、
害
虫
の

被
害
を
防
ぐ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

収
　
穫

球
の
直
径
が
5
～
10
㎝
の
と
き
に
、

株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す

（
図
5
）。
球
が
大
き
く
な
る
と
肉
質
が

堅
く
な
り
ま
す
。
堅
い
皮
は
む
い
て
薄

く
ス
ラ
イ
ス
し
、サ
ラ
ダ
な
ど
に
し
ま
す
。

ま
た
、
さ
い
こ
ろ
状
に
刻
ん
で
、
ス
ー

プ
、
ポ
ト
フ
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
。

芽
後
に
適
宜
密
生
部
を
間
引
き
、
1
本

立
ち
に
し
て
本
葉
4
、
5
枚
ま
で
育
て

ま
す
（
図
2
）。
強
健
な
野
菜
な
の
で

畑
に
じ
か
ま
き
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
は
種
を
2
、
3
㎝
間
隔
に
ま

い
て
、
間
引
き
な
が
ら
最
終
株
間
を
約

20
㎝
に
し
ま
す
。

植
え
付
け

本
葉
4
、
5
枚
の
頃
、
株
間
を
約
20

㎝
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
3
）。
こ
の

と
き
植
え
穴
に
十
分
水
を
注
ぎ
、
植
え

傷
み
の
少
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

追
肥
・
土
寄
せ

追
肥
は
植
え
付
け
後
20
日
ご
ろ
、
株

元
に
化
成
肥
料
を
1
株
約
10
ｇ
施
用
し
、

土
寄
せ
し
ま
す
（
図
4
）。
2
回
目
は

球
が
肥
大
す
る
頃
に
施
用
し
ま
す
。
生

育
が
進
み
、
下
葉
が
傷
ん
で
い
た
ら
切

り
落
と
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

品
　
種

球
の
色
が
緑
白
の
「
グ
ラ
ン
ド

デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、
紫
の

「
パ
ー
プ
ル
デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

畑
の
準
備

あ
ら
か
じ
め
畑
1
平
方
m
当
た
り

に
苦
土
石
灰
100
ｇ
を
土
と
よ
く
混
ぜ
て

お
き
、
植
え
付
け
（
ま
た
は
種
ま
き
）

1
週
間
前
に
畝
幅
70
～
80
㎝
、
深
さ
15

～
20
㎝
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
次
に
、
こ

の
溝
1
m
当
た
り
化
成
肥
料
（
N
P
K

各
成
分
10
％
程
度
）
100
ｇ
と
堆
肥
1
㎏

程
度
を
施
し
、
土
を
戻
し
て
畝
を
立
て

ま
す
（
図
1
）。

種
ま
き・
苗
作
り

苗
作
り
を
す
る
に
は
、
7.5
～
9
㎝
ポ

リ
ポ
ッ
ト
に
種
を
4
、
5
粒
ま
き
、
発

コ
ー
ル
ラ
ビ
は
地
中
海
北
岸
原
産
の

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
、
茎
の
基
部
が
球

形
に
肥
大
す
る
の
で
、
別
名
を
球
茎
甘

藍
（
キ
ュ
ウ
ケ
イ
カ
ン
ラ
ン
）
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
分
化
し
た

野
菜
の
た
め
似
た
性
質
を
持
ち
ま
す
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
暑
さ
や
寒
さ
に
強
く
、

作
り
や
す
い
野
菜
で
す
。

中
間
地
の
秋
ま
き
は
、
7
月
下
旬
～

9
月
上
旬
に
種
ま
き
し
、
9
～
12
月
に

収
穫
し
ま
す
。
春
ま
き
は
3
、
4
月
に

ま
い
て
、
6
、
7
月
に
収
穫
し
ま
す
。

園芸研究家●成松次郎　※JA広報通信 あなたもチャレンジ！ 家庭菜園 2025年6月号 を参考に作成しています。※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

コールラビ  ─ 肥大した茎を利用する野菜 ─

園芸研究家●成松次郎
  全体運   追い風に恵まれます。細かいことを気にし過ぎないように。おおらかな態度が良好な人間関係に直結。旅行にツキ
  健康運   友人たちとのスポーツで元気がアップ。水分補給を　  幸運の食べ物   ミョウガ

蠍座
10/24～11/22
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俳句

川柳

短歌

風
光
る
隅
田
川
行
く
屋
形
船

阪
本
美
知
子 

（
和
歌
山
市
）

ギ
ヤ
マン
の
皿
に
一
房
黒
ぶ
ど
う

大
谷　

信
光 

（
和
歌
山
市
）

年
重
ね
生
き
る
喜
び
青
き
踏
む

中
村　

王
子 
（
和
歌
山
市
）

種
を
蒔
く
雨
の
予
報
の
日
に
合
は
せ

奥　
　

元
英 

（
和
歌
山
市
）

春
風
の
通
る
町
屋
の
藍
の
れ
ん

阪
口　

幸
子 

（
和
歌
山
市
）

名
刹
の
庭
を
巡
り
て
花
疲
れ

藤
井
真
知
子 

（
和
歌
山
市
）

火
吹
き
竹
知
ら
ぬ
世
代
や
昭
和
の
日

山
本　

和
生 

（
海
南
市
）

花
筏
風
の
意
の
ま
ま
濠
め
ぐ
り

前　
　
　

廣 

（
紀
の
川
市
）

青
田
風
何
か
良
き
こ
と
有
り
さ
う
な

野
口　
　

城 

（
か
つ
ら
ぎ
町
）

職
退ひ

き
て
踏
み
出
す
一
歩
春
の
風

田
口　

美
鈴 

（
有
田
川
町
）

山
肌
に
薄
紫
の
藤
の
花

堀
田
美
奈
子 

（
日
高
町
）

散
歩
す
る
目
高
の
群
る
る
川
に
沿
ひ

見
本　

隆
英 

（
御
坊
市
）

蕗
の
葉
の
影
の
大
き
く
風
に
揺
れ

平　
　

房
躬 

（
み
な
べ
町
）

入
学
を
祝
ふ
が
ご
と
く
花
吹
雪

竹
内
明
寿
加 

（
田
辺
市
）

亡
き
父
の
こ
と
ば
集
む
る
薬
の
日

下
川
美
紀
子 

（
新
宮
市
）

│
評
│	

健
康
を
維
持
出
来
る
自
分
の
行
動
範
囲
を
設
定
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。「
う
ら
ら
か
」は
気
候
と
心
の
両
面
に

か
か
っ
て
い
る
。

│
桑
島 

啓
司 

選
│

う
ら
ら
か
や
日
に
二
時
間
の
畑
仕
事

森
　
　
繁
子 

（
和
歌
山
市
）

小
百
合
ち
ゃ
ん
八
十
路
超
え
た
と
思
え
な
い

栗
山
　
博
成 

（
和
歌
山
市
）

畑
仕
事
い
つ
ま
で
出
来
る
か
わ
か
ら
な
い

そ
れ
で
も
植
え
る
み
か
ん
の
苗
木

松
下
　
博
美 

（
有
田
川
町
）

ペン
踊
る
ワ
ク
ワ
ク
感
の
紀
の
わ
の
輪

小
栗　

敏
江 

（
和
歌
山
市
）

青
春
は
遠
い
思
い
出
シャボ
ン
玉

根
田
よ
し
こ 

（
和
歌
山
市
）

針
と
糸
仲
よ
く
見
え
て
も
つ
れ
合
い

奥　
　

元
英 

（
和
歌
山
市
）

同
級
生
叙
勲
め
で
た
し
豆
を
む
く

森
口
満
喜
子 

（
広
川
町
）

電
話
鳴
る
詐
欺
か
も
知
れ
ぬ
スル
ー
し
よ

藤
井　
　

実 

（
和
歌
山
市
）

ラ
イ
バル
に
背
中
押
さ
れ
て
渡
る
橋　
　

上
村
八
重
子 

（
和
歌
山
市
）

物
価
高
ママの
手
料
理
大
ピン
チ

平
田　

善
治 

（
和
歌
山
市
）

応
募
ハガ
キ
切
手
二
枚
を
貼
り
足
し
て

荒
井　

啓
子 

（
和
歌
山
市
）

農
良
着
か
ら
変
身
ま
ず
は
紅
を
さ
す

田
口　

美
鈴 

（
有
田
川
町
）

と
れ
と
れ
を
食
べ
て
自
慢
の
胴
回
り

吉
村　

幸
子 

（
紀
の
川
市
）

春
ア
イ
ド
ル
夏
は
オ
ペラ
の
ホ
ー
ホ
ケ
キョ

喃
亭　

八
太 
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

古
希
迎
え
私
の
人
生
こ
れ
か
ら
よ

柏
木　

仁
美 

（
橋
本
市
）

苗
木
植
え｢

長
生
き
せ
よ｣

と
話
し
か
け

川
嶋　

夏
生 

（
有
田
市
）

楽
し
め
と
ネ
イル
の
残
り
孫
が
く
れ

岡
﨑
澄
美
子 

（
和
歌
山
市
）

畑
に
は
幸
せ
いっ
ぱ
い
埋
ま
っ
て
る

澤
﨑　

幸
子 

（
有
田
市
）

│
評
│	

小
百
合
ち
ゃ
ん
と
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
吉
永
小
百
合
さ

ん
の
こ
と
。
永
遠
の
マ
ド
ン
ナ
も
八
十
路
と
き
け
ば
、そ

の
美
し
さ
の
秘
訣
な
ど
を
お
聞
き
し
た
い
も
の
だ
。

│
木
本 

朱
夏 

選
│

│
井
谷 

ま
さ
み
ち 

選
│

│
評
│	

長
く
続
け
て
来
た
畑
仕
事
だ
が
、年
齢
を
考
え
て
ふ
と
立

ち
止
ま
る
。
誰
も
が
い
つ
か
は
当
面
す
る
難
局
で
あ
る
。

選
択
し
た
の
は
苗
木
を
植
え
る
こ
と
。
み
か
ん
の
苗
木

は
松
下
さ
ん
の
夢
で
あ
り
、希
望
で
あ
る
。
力
強
く
、ま

た
一
歩
を
踏
み
出
す
姿
に
心
か
ら
の
声
援
を
送
り
た
い
。

俳句・川柳・短歌

春
の
海
そ
ら
押
し
上
げ
て
白
波
の

光
の
先
に
ツ
バメ
飛
来
す

田
口　

美
鈴 

（
有
田
川
町
）

紀
州
富
士
春
の
か
す
み
に
包
ま
れ
て

医
聖
の
里
も
桃
の
花
咲
く前　

　
　

廣 

（
紀
の
川
市
）

新
緑
を
お
浸
し
に
し
た
い
と
言
う
母
の

つ
ぶ
や
く
声
に
胸
打
た
れ
た
り

千
品　

三
栄 

（
田
辺
市
）

い
に
し
へ
の
父
母
の
訪
ひ
け
る
石
舞
台

余
花
の
風
受
け
我
も
訪
ひ
た
り

田
村　

洋
子 

（
和
歌
山
市
）

あ
ち
こ
ち
に
ア
ラ
ー
ム
の
サ
イ
ン
点
滅
し

身
体
の
メ
ン
テ
に
忙
し
き
日
々

有
本
ふ
く
み 

（
和
歌
山
市
）

菜
園
の
キャベツ
の
芯
を
刻
ん
で
は

お
好
み
焼
き
で
無
駄
な
く
使
う

荒
井　

啓
子 

（
和
歌
山
市
）

万
博
を
テ
レビ
で
見
つ
つ
移
り
ゆ
く

時
代
の
進
歩
に
心
と
き
め
くや　

ま　

と 

（
有
田
川
町
）

白
菜
の
高
値
の
続
く
こ
の
春
の

野
菜
作
れ
る
畠
は
嬉
し

平　
　

房
躬 

（
み
な
べ
町
）

今
朝
見
れ
ば
チュ
ー
リッ
プ
も
芽
を
出
し
て

寒
さ
の
中
に
春
の
訪
れ

花
澤
紀
久
子 

（
和
歌
山
市
）

ハガキで応募
〒640-8331 和歌山市美園町５丁目１-１

ＪＡわかやま広報地域対策課「俳句 川柳 短歌」係
※裏面に、俳句・川柳・短歌の区別と作品・住所・氏名・電話番号をご記入ください。

9月号掲載
（8月発行）

─ 応募〆切 ─

7月10日木
必着

メールフォームで応募
右の二次元バーコードを読み込
み、アクセス先のメールフォーム
にご記入ください。

「俳句 川柳 短歌」では、皆さまの作品を選句・選歌し、広報誌に掲載します。
俳句・川柳・短歌の区別をご記入のうえ、ハガキまたはメールフォームでご応募ください。

  全体運   思い通りにならないことが多くイライラしがち。やり方を変えてみるのも選択の一つ。こだわりはほどほどで
  健康運   無理はしないように。休養を取ることで回復　  幸運の食べ物   モロヘイヤ

射手座
11/23～12/21

20



所 在 地  日高郡みなべ町西本庄242
アクセス  みなべICから約10分
駐 車 場  あり（無料）

須賀神社は1000年以上の歴史を持つ
県内でも非常に古い歴史を有する寺社で、
本殿は県指定文化財に登録されています。

毎年10月の8、9日には平安時代に京都祇園社から祭神を移した時の様子を
再現したといわれる秋祭りが行われます。馬祭りとして有名で「流

や ぶ さ め
鏑馬神事」や

2頭の馬が参道を駆け抜ける「競
くらべうま

馬」には引退した競走馬も参加し、県外から
の見物人も多く訪れます。

また昨夏より、やむなく伐採することとなった境内の樹齢300年の杉の大木
が木彫りの龍 「須賀青龍」に生まれ変わり、新たなパワースポットとなっています。
駐車場横にて、目前を流れる南部川の治水を祈り、地域を見守っています。

須賀神社  ［発信元：紀州地域］
競
くらべうま

馬（みなべ町役場提供）

鳥居 本殿

ＪＡわかやま広報誌企画

あなた
が撮った自慢の写真、
見せてください！

須賀青龍

このコーナーでは、読者の皆様から頂いた和歌山の
魅力が詰まった「わかやま映え」写真を紹介してい
きます。皆さまお気軽にご応募ください。

□ Eメールで応募 ※応募専用メールです。 
応募用メールアドレス ： wakayamabae@gmail.com 

□ メールフォームで応募
右上の二次元バーコードを読み込み、アクセス先のメー
ルフォームにご記入、送信してください。

※ 応募の際は右下の二次元バーコードを読み込み、募集
要項を必ずご確認ください。

写真大募集 次回は6～7月の写真を募集
締め切りは7月18日金です！

〒640－8331 和歌山市美園町5丁目1-1
ＪＡわかやま  広報地域対策課 「わかやま映え」係 
ＴＥＬ：０７３－４８８－５５２０ 

（8：30～17：00 土日祝を除く）

お問い合わせ先応
募
方
法

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

募
集
要
項

A 森の妖精
［撮影者］makaho  ［撮影場所］串本町森の中

B 有田川町鉄道公園の桜と人気車両
［撮影者］森　廉始  ［撮影場所］有田川町鉄道公園

C 吉備ドームの夜桜リフレクション
［撮影者］一ツ田 友也  ［撮影場所］きびドーム

D しだれざくら
［撮影者］柏木 仁美  ［撮影場所］粉河寺

E 進水式
［撮影者］岡本 哲弥  ［撮影場所］新芳養港

C

D

E

A

B

4月▶5月の写真

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の

イ
ン
ス
タ
に
も

掲
載
し
て
る
よ

  全体運   運勢は活性化。考えているより、取りあえずやってみましょう。動きの中で勝機をつかめます。対話を大切に
  健康運   好調です。頑張りが利き、記録もアップ!　  幸運の食べ物   トウモロコシ

山羊座
12/22～1/19
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■ 

タ
テ
の
鍵

２	

３
人
組
の
こ
と

５	

閻
魔
大
王
が
い
る
と
こ
ろ

７	

ハ
ワ
イ
州
の
州
都
、
ホ
ノ
ル

ル
が
あ
る
島

９	
浴
衣
を
着
て
◯
◯
を
締
め
た

10	
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

多
く
の
◯
◯
◯
◯
が
入
っ
て

い
る

11	

左
右
反
対
に
映
り
ま
す

12	

メ
ロ
ン
の
生
産
量
が
日
本
一

で
あ
る
県

14	

糸
を
通
し
て
布
を
縫
い
ま
す

15	

１
と
そ
の
数
自
体
し
か
約
数

を
持
ち
ま
せ
ん

16	

俵
万
智
の
第
一
歌
集
『
サ
ラ

ダ
◯
◯
◯
日
』

17	

阿
寒
湖
で
育
つ
も
の
が
有
名

な
藻
類

■ 

ヨ
コ
の
鍵

１	

夏
休
み
の
朝
に
通
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
も
ら
い
ま
す

２	

早
起
き
は
三
文
の
◯
◯

３	

サ
ー
フ
ァ
ー
が
乗
ろ
う
と
す

る
も
の

４	

ア
ル
コ
ー
ル
分
が
含
ま
れ
て

い
な
い
飲
み
物

６	

疑
問
文
で
は
上
げ
る
こ
と
が

多
い

８	

葛
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中
に
包
み

込
ま
れ
て
い
る
も
の

10	

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
な
り
◯
◯

◯
の
文
字
を
見
る
機
会
が
減

り
ま
し
た

11	

騎
手
が
乗
っ
て
い
ま
せ
ん

13	

観
光
、
ス
ク
ー
ル
、
二
階
建

て
と
い
え
ば

14	

鳥
の
体
に
生
え
る
も
の

16	

う
な
重
と
一
緒
に
◯
◯
吸
い

を
注
文
し
た

クロスワードパズルプレゼントクイズ

│ウ│メ│シ│ユ│前回の答え

読│者│プ│レ│ゼ│ン│ト
【パソコン・スマホから応募】
下記アドレスに答えと住所・氏名・年齢・電
話番号と本誌の感想や要望などを書いてお
送りください。

【ハガキでの応募】
ハガキ表面→
ハガキ裏面↓

右の二次元バーコードからも
応募できます

＼QUOカード／
500円分 30名様

和
歌
山
市
美
園
町
５
丁
目
１
の
１

〒640-8331
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
広
報
係

①クロスワードの
答え

②住所・氏名・年
齢・電話番号

③本誌の感想や
特集してほしい
コーナーなど

感想の一部を本誌で紹介することがありますので、
お名前の掲載を希望されない方はハガキ、メール、
メールフォームに「匿名希望」とお書きください。

メールアドレス
jawakayamacrossword@gmail.com

A B C D E
答え

応募〆切 7月10日（木）（ハガキは当日消印有効）

新
８
Ｊ
Ａ
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま

す
。「
紀
の
わ
」は
読
み
や
す
く
、楽

し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
有
田
市
・
南
村
和
代
さ
ん
）

「
こ
ん
な
と
こ
あ
り
ま
ス
ポ
ッ
ト
」は
、

家
族
で
出
か
け
ら
れ
る
良
き
ス
ポ
ッ

ト
、子
ど
も
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト

が
見
つ
け
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

（
か
つ
ら
ぎ
町
・
松
下
佳
菜
さ
ん
）

他
県
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、各
Ｊ
Ａ

の
店
先
に
生
産
さ
れ
た
方
の
名
前
付

き
で
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
が
並
び
、

思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
豆
ご

飯
を
想
像
し
て
よ
だ
れ
が
出
て
き
ま

す
。
美
味
し
い
旬
の
も
の
を
口
に
で

き
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

農
人
の
上
山
将
一
さ
ん
、い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

（
串
本
町
・
泉
伸
子
さ
ん
）

６
月
号
に
は
新
採
用
さ
れ
た
職
員
の

紹
介
が
あ
り
、皆
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
若

さ
と
や
る
気
に
満
ち
た
１
年
生
た
ち

で
頼
も
し
く
、こ
れ
か
ら
の
日
本
と

農
業
を
守
る
べ
く
、そ
の
重
責
を
は

た
し
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
。 

（
広
川
町
・
大
西
教
子
さ
ん
）

食
農
ク
イ
ズ
面
白
か
っ
た
で
す
。
ズ

ッ
キ
ー
ニ
の
仲
間
は
キ
ュ
ウ
リ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、カ
ボ
チ
ャ
属
だ

っ
た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
見

た
目
で
だ
ま
さ
れ
ま
し
た
。

（
和
歌
山
市
・
浦
野
美
紀
さ
ん
）

「
紀
の
わ
」は
ペ
ー
ジ
数
の
と
こ
ろ
ま

で
誕
生
星
座
占
い
ペ
ー
ジ
に
使
っ
て

無
駄
が
な
く
て
い
い
で
す
ね
。

（
紀
の
川
市
・
木
下
登
紀
子
さ
ん
）

和
歌
山
の
す
ば
ら
し
い
景
色
、神
社
、

仏
閣
、建
物
な
ど（
知
っ
て
る
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
）改
め
て
紹
介

し
て
い
た
だ
け
る
と
再
確
認
、再
発

見
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

良
い
と
こ
ろ
見
直
し
の
機
会
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
い
い
か
な
。

（
橋
本
市
・
藤
田
延
子
さ
ん
）

６
月
号
表
紙
の
石
本
向
日
璃
さ
ん
は

か
わ
い
く
て
、す
て
き
な
人
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
和
歌
山
県
の
す
て
き
な

子
ど
も
の
写
真
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
紀
美
野
町
・
三
宅
俊
希
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
と
な
っ
て
初
め
て
の

広
報
誌
で
見
る
の
も
新
鮮
で
し
た
。

他
の
地
区
の
情
報
も
興
味
津
々
に
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
日
高
町
・
松
浦
秀
樹
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
が
和
歌
山
１
つ
に
統
合
さ
れ
て
、

今
後
が
楽
し
み
で
す
。
各
地
域
の
事

を
均
等
に
網
羅
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
で
す
。

（
那
智
勝
浦
町
・
嶌
﨑
徹
さ
ん
）

コーナーおたより

皆さまからのひとことをご紹介します。
5月は478通のおたよりをいただ
きました。ありがとうございます！

本誌6月号のクロスワードパズルで、18と19の共通の解答欄に「ュ（小文字）とユ（大文字）」が混在しており、正しい日本語にならないことが判明
しました。小文字と大文字を同様に扱う旨の説明が不足しており、ご混乱を招く結果となり申し訳ございません。今後は表記上のルールを明記し、
よりわかりやすい誌面づくりに努めてまいります。ここに訂正してお詫びします。

訂正とお詫び

タテ・ヨコのカギを全部解いて、二重枠A→Eの順に並べてできる言葉はなんでしょうか？ 出題●ニコリ
ルール  鍵を解く際、小さい文字（ャ・ュ・ョ・ッ等）が含まれる場合は、大きい文字（ヤ・ユ・ヨ・ツ等）として扱います。  ★【答え】に含まれる場合はどちらで明記いただいても正解とします。

  全体運   不安定運ながら味方を得ることができる月。大変なときに力になってくれる人を大切に。ライバルのやり方にも注目
  健康運   弱い部分をしっかりケア。予防に力を入れて　  幸運の食べ物   サクランボ

水瓶座
1/20～2/18

22



蒸しナスとツナの 

マリネ

栄養の宝庫・ナスを 

丸ごと楽しむ

撮影場所／扇ヶ浜公園

│ 作り方 │

❶	ナスはへたを落として縦にしま模様になるようピーラーで2、3カ所皮をむく。A
の梅干しは種を取って刻んでおく。

❷	レンジ可のボウルに①のナスを入れ、水にくぐらせて水気を軽く切る。そのまま
ボウルにツナとAを入れてラップをし、レンジ（600W）で2分加熱する。軽く
混ぜてさらに2分加熱し、刻んだシソをあえたら出来上がり。塩味は梅干しの
塩分濃度によるので味見をして調整する。

ナスは自律神経を整えてくれるといわれ、夏バテ防止にとても
良い野菜です。水にさらし過ぎず、くぐらせる程度に。皮に栄
養が多いためむき過ぎないようにしましょう。

│ 材料・2人分 │

□ ナス ………………3本（約250g）
□ ツナ（油漬け） …………… 小1缶
　 しょうゆ ………………… 大さじ1
　 梅干し …………………… 小1個
　 オリーブ油 …………… 大さじ1/2
　 シソ ………………………… 5枚

│ アレンジ │

● ショウガを加える
● オリーブ油をごま油など好みのもの

に変える

🅠 ご職業を教えてください
⦇ ユニット活動を経て、昨年からソロの歌手として活動中です。関西独立リーグ「和歌

山ウェイブス」のテーマソングも歌っています。コンサートやメディア出演などを通じて、
地元和歌山から全国に向けて精力的に頑張っています！

🅠 座右の銘は？
⦇ 「変化なくして、進化なし」。尊敬する元野球選手の言葉です。現状を変えるのは怖

いし勇気のいることですが、必ずいい方向に転がると信じてまい進しています。
🅠 目標はずばり
⦇ 巨人ファンなので、東京ドームで国歌斉唱したい！
🅠 読者に伝えたいことはありますか？
⦇ 今年11月３日に田辺市の紀南文化会館でコンサートを行います。詳細はインスタ

グラム（＠moritaya722）に掲載していますので、ぜひのぞいてみてくださいね！

森
も り

田
た

  哲
て っ

平
ぺ い

さん

□ 生年月日／昭和58年７月22日
□ 年齢／41歳　□ 地域／田辺市

元気のもとの
夏野菜、

丸ごと栄養を
いただいて

暑い夏を乗り
切ろう

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

A

  全体運   運勢は吉凶混合。変わっていくことも多いので臨機応変に。早めの行動が吉と出ます。先手必勝の心持ちで臨んで
  健康運   うっかりのけがに気を付けて。飛び出しに注意　  幸運の食べ物   ナス

魚座
2/19～3/20
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わかやま地域本部	 TEL073-471-3731
〒640-8305 和歌山市栗栖642

ながみね地域本部	TEL073-482-6131
〒642-0022 海南市大野中718-1

紀の里地域本部	 TEL0736-77-7801
〒649-6494 紀の川市上野12-5

紀北地域本部	 TEL0736-42-3000
〒649-7203 橋本市高野口町名古曽922-2

ありだ地域本部	 TEL0737-53-2311
〒643-0032 有田郡有田川町天満47-1

紀州地域本部	 TEL0738-22-2480
〒649-1534 日高郡印南町印南2003

紀南地域本部	 TEL0739-23-3450
〒646-0027 田辺市朝日ヶ丘24-17

みくまの地域本部	 TEL0735-52-0793
〒649-5331 東牟婁郡那智勝浦町天満122

◇ 募集期間

２０２５年７月３１日木まで
◇ 応募規定
1 テーマ わかやまの四季彩
 季節の写真、伝統行事・農のある写真など。
2 撮影地域
 和歌山県内で撮影した写真とします。
3 応募条件 

①一眼レフ、デジタルカメラ、スマートフォンなどで撮影した
画像データでの応募に限ります。写真の縦横は問いません。

②過去に撮影した写真でも応募可です。（過去3年以内）
③極端にサイズの小さい画像データは審査対象外となります。
④カレンダーの仕様上、横長の場合は左右が、縦長の場合は上

下がある程度切り取られる場合があります。また、印刷の都
合上、色彩に若干変化が出る場合もあります。ご了承ください。

⑤ソフトやアプリによる極端な補正や合成等の加工作品は審査
対象外となります。

⑥お一人様何点でも応募できますが、本人が撮影した写真に限
ります。

⑦未発表作品に限ります。
4 応募資格　和歌山県に住所を有する方。

◇ 応募方法
□ Ｅメール

jawakayamakouhou@gmail.com
 ※応募専用メールです。
［様式］ タイトルに「２０２６年カレンダー応募」と明記。

①氏名（掲載等にあたりペンネームを希望する場合は併記）②
年齢 ③住所 ④電話番号 ⑤作品のタイトル ⑥撮影時期（年月）
⑦撮影場所を記入のうえ、写真を添付して送付してください。

※ やむを得ず、Eメールでの応募が困難な場合は、各支店へ写真を
持ち込み可能とします。写真の裏に上記①～⑦を記入し、お近く
の支店に提出してください。

◇ 審　査
1 厳正に審査し、各月１点（計１２点）の採用作品を決定

します。撮影した写真に関してお問い合わせをさせ
ていただく場合があります。採用作品決定後、写真
データを再度ご提出いただく場合がありますので、
応募後も保存していただきますようお願いします。

2 審査結果は、ＪＡわかやま広報誌「紀のわ」やホーム
ページなどで発表します。採用者には審査結果をご
連絡します。

3 採用者には図書カード（５０００円）とＪＡわかやまカレ
ンダー完成品を進呈いたします。

◇ カレンダー仕様
Ｂ４見開き壁掛けタイプ
※発行に伴い部分的に変更する場合があります。

◇ 厳守事項
・応募に関する通信費などは応募者負担となります。
・応募作品の著作権は応募者本人に帰属し、使用権は

ＪＡわかやまに帰属します。
・肖像権及び商標登録の無断転用並びに著作権の侵

害などに関わるトラブルに対して、ＪＡわかやまは一
切責任を負いません。

・個人情報はＪＡわかやまの個人情報保護方針に基づ
き、適正に管理します。

・採用、応募作品はカレンダーの他、広報誌やホーム
ページ、広告などの媒体で使用することがあります。

・応募をもちまして、この募集要項に関する全ての事
項に同意されたものとみなします。

◇ お問い合わせ先
□ 〒640－8331 和歌山市美園町5丁目1-1

ＪＡわかやま 広報地域対策課 カレンダー係
□ ＴＥＬ：０７３－４８８－５５２０（8:30～17:00 土日祝を除く）

あ
な
た
が
撮
っ
た
そ
の
写
真
が
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
面
を
飾
る
か
も
!!

わかやまの
─      し      き      さ      い      ─

四季彩

２０２６年 ＪＡわかやま
カレンダー企画

写真作品募集




